
○　本校の概要 令和7年2月28日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ

9

0

0

0

Ｂ

Ｃ

保護者および生徒対象に
実施した学校教育活動点
検アンケートにおいて、個
別目標２に関する質問項
目４～６における肯定的な
評価の割合によって成果

の評価を行う。

保護者および生徒対象に
実施した学校教育活動点
検アンケートにおいて、個
別目標３に関する質問項
目７～１０における肯定的
な評価の割合によって成

果の評価を行う。
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英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
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児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。
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・STEAM教育で、十中は運動会のポスター等、
Artも取り入れている。Artは教養も含まれてい
ると思うが、これからもSTEAM教育に力を入れ
てもらいたい。
・教育目標にある生徒たちに育っていると思う。
・特に中学校時代は自分の特性を見いだし、将
来の職業にまでつながる重要な時期だと思い
ます。STEAM教育も重要ですが、読書や道徳
教育にも力を入れて、選択の幅を広げていただ
きたいものです。
・STEAM教育に高い評価。今後生徒があらゆ
る課を自ら見つける力、物事を解決する力、新
しい価値を創造する力を身につけるように指導
願います。期待しておきます。
・まだ完成されていない中学生は、学校生活の
中で様々な問題を抱えたり、失敗を経験してい
る中で、教職員は可能な限り親身に対応されて
おり、将来への教訓に繋がっていると感じる。
・様々な学習ツールを効果的に活用しながら生
徒の主体的な学びをサポートしており、一人一
人の力を大切にしながら育成している。

・英語で日本の文化伝統や歴史などを外国人
に説明できる語学力を身に付けてもらいたい。
その為には、国語・社会など他教科を学ぶこと
も重要と考える。今年度から修学旅行で長崎を
訪れて、平和や人権を学んだことは大変良かっ
たと思う。
・修学旅行の場所変更はとても良いと思った。
・これから更に国際科・多様性の時代となるた
め、その中で活躍できる人材教育に力を入れ
ていただきたいものです。
・英語の実践的なコミュニケーション能力を高め
ることで様々な新しい機会や可能性が広がり、
国際的な仕事に参加しやすくなることを期待し
ます。また、英語を話せると、多くの国の人たち
とコミュニケションできます。これからの活躍に
期待します。英語を通じて、異なる文化や価値
観を学び、理解を深めるように期待しておりま
す。
・生徒による習熟度は違うと思うが、成績とは
別に、将来に向けて英語がどのくらいの割合で
楽しいと思っているのかに興味がある。大田区
初の羽田空港を利用した長崎修学旅行など、
大田区在住を意識した先進的な試みは素晴ら
しいと思う。
・各学年で様々な体験活動等の機会をつくり、
我が国の文化・伝統を大切にする心や国際的
な視点を育んでいる。今後も多角的な視点から
思考を深め、心を育む学習ができるように期待
しています。

・2019年より道徳が特別の教科として始まった
が、教科としての評価はどの様に行うのか、ま
た、教科としての導入後に生徒たちに変化は
あったのか知りたい。
・道徳教育は大事なことで、社会生活にも繋が
る。家庭内で話題にして対話の場をつくってほ
しい。
・道徳はこれを教えたらよいという答えはないと
思います。まさに多様化する価値観の中で、重
要性は増すと思います。公開授業として取り上
げていただきたいです。
・他人の立場や気持ちを理解し、共感する能力
が高まることで豊かな人間関係を築くように期
待します。
・道徳の授業などでは物事や事象に関しては
様々な視点から見ることにより、それぞれの立
場による感じ方や違いなどを学んでおり、朗読
や音楽、映像を用いて教員は工夫を行い、生
徒たちを指導していた。

保護者および生徒対象に
実施した学校教育活動点
検アンケートにおいて、個
別目標１に関する質問項
目１～３における肯定的な
評価の割合によって成果

の評価を行う。
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保護者および生徒対象に実施し
た学校教育活動点検アンケートに
おいて、個別目標１に関する質問
項目の肯定的な評価回答の割合
は、保護者98.3％、生徒97.8.％と
高く、求められる水準を上回って
いる。教員の肯定的な評価の割合
は93.0％で、同様に高い水準にあ
る。特に、質問項目の「授業にお
いて生徒に自分の考えをまとめさ
せ、他の人に伝えたり、他の人の
考えを聞く場面を設定している。」
に対する教員の回答は100％で
あった。
生徒が学習に興味・関心をもてる
ように、教員はデジタル教科書や
プレゼンテーションソフト等を用い
て教材を提示している。また、生徒
はデジタルツールを用いて互いに
積極的に意見を交換したり、実験
等の協働する体験活動の結果や
成果を考察してまとめる取組を実
践している。ICT機器を効果的に
取り入れることで、物事を論理的
に、また、科学的根拠に基づいて
思考するなど、「主体的・対話的で
深い学び」を実践していることによ
るものと考える。

保護者および生徒対象に実施し
た学校教育活動点検アンケートに
おいて、個別目標２に関する質問
項目の肯定的な評価回答の割合
は、保護者89.6％、生徒92.4.％と
高く、求められる水準を上回って
いる。教員の肯定的な評価の割合
は86.1％で、同様に高い水準にあ
る。特に、「教育活動全般において
生徒に人権尊重・郷土の伝統、異
文化等、お互いが尊重できる教
育」の実施に関する質問項目と
「授業や行事を通して、世界的な
視野をもたせ、戦争や平和につい
て学ぶ」ことに関する質問項目に
ついては、保護者、生徒、教員の
肯定的な回答はいずれも90.0％を
上回っている。
１、２学年で実施の「社会科見学」
や３学年で実施の「長崎修学旅
行」の行事に向けた学習で、平和
や人権、多様性について考えを深
める取組を実施したことが背景に
あると考える。
「学級会活動や英語の授業で、会
話やコミュニケーションを通して、
国際感覚を学ぶ」ことに関する質
問項目については、肯定的な回答
がいずれも75.0％程度であった。
より実践的な会話やコミュニケー
ションを図れる活動を授業で実施
することに課題があると考える。

4

保護者および生徒対象に実施し
た学校教育活動点検アンケートに
おいて、個別目標３に関する質問
項目の肯定的な評価回答の割合
は、保護者93.3％、生徒94.1.％と
高く、求められる水準を上回って
いる。教員の肯定的な評価の割合
は96.8％で、同様に高い水準にあ
る。特に、「道徳の授業」に関する
質問項目については、保護者、生
徒、教員の肯定的な回答はいず
れも93.0％を上回っている。道徳
心はあらゆる教育活動を通して育
てていくものであるが、「特別の教
科道徳」において話合い活動を取
り入れて、互いの考え方やものの
見方、多様性を尊重する態度を育
成する授業を展開していることが
要因であると考える。
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成果
評価

令和６年度　大田区立大森第十中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

・教育目標　：　①心身ともに健康な生徒　②自ら学び、解決する生徒　③自他を大切にし、鍛え合い、高め合える生徒
・特色ある教育活動　：　① 平和教育を通して学ぶ国際教育・人権教育       ②基礎学力の定着(ICT活用）　③生徒の主体的な活動とボランティア精神の向上　④健康教育の充実　⑤特別支援教育の推進
・指導の重点　：①「確かな学力」の定着と「分かる授業」　(タブレット活用)②　生徒の主体的、対話的で深い学びでの授業実践　 ③　言語活動の充実
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学校関係者記入欄
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３：

60％以
上

目標に対する成果指標

8

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

3
③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

3

Ｄ 0

①道徳科を中心とした各教科等での学習な
どを通じて継続的に道徳教育を実施し、豊
かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学びや
科学教育を推進し、課題解決力や新たな価
値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、英
語に慣れ親しみながら会話をする機会を増
やし、英語力やコミュニケーション能力の向
上、豊かな国際感覚の育成を図っている。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協働
し、問題解決して
いく意欲や、予測
困難な未来社会
を切り拓いていく
ために重要な創
造力や課題解決
力、情報活用能
力を育成します。
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4

4

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断す
る力や、他者と協働していく力の育成を図っ
ている。

3

4

３：

60％以
上
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１：

40％未
満



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

保護者および生徒対象に実施し
た学校教育活動点検アンケートに
おいて、個別目標６に関する質問
項目の肯定的な評価回答の割合
は、保護者98.1％、生徒97.3.％と
高く、求められる水準を上回って
いる。教員の肯定的な評価の割合
は98.6％で、同様に高い水準にあ
る。特に、「学校は、学級や学校の
様子を便り・面談・保護者会等で
積極的に知らせている」の質問項
目については、保護者、生徒、教
員の肯定的な回答はいずれも
98.0％を上回っている。
週一回発行している学年通信、運
動会・十字祭などの行事や学校公
開日の保護者の参観を通して、学
校や生徒の様子を家庭や地域に
示すことができていると考える。
肯定的な回答は多いが、災害時
の危機対応や生徒の学習環境の
整備について、日頃から教職員や
生徒の意識を高められるようにす
ることが課題である。

4

・災害時の危機対応は、これからも学校に対す
る期待が高まると思う。
・保護者から安心安全な学校だと信頼されてい
るので、このまま期待に応えられる努力を願い
ます。
・地域としても登下校時の安全を見守っていき
ます。
・ＩＣＴを活用することで学習の質の向上に期待
します。また、学習意欲の向上、ICT環境を整
備することにより、保護者との連携強化を図っ
てほしい。
・施設内は経年しているため古く感じるが、よく
整頓され、清掃も行き届いている。問題点は足
が不自由な人など、階段の使用が困難な方の
対策ができていない。

・地域は日頃から学校とつながりをもち、学校
のニーズを汲み取っていきたいと思います。
・地域では多くの生徒がボランティア活動がで
きる場を考えていきたい。
・学校は地域コミュニケーションの核であること
は間違いない。十中生は地域の行事等にもボ
ランティアとして参加してくれ、大変ありがたく
思っている。今後も学校と地域と協働して、子
供たちの安全を守っていきたい。
・地域や家庭との連携によって、協力し合う精
神を養ってほしい。地域の多様な人々とふれあ
うことで、多様性を尊重する態度を身に付けて
ほしい。
・自治会や青少対、顧問など学校と深く関わり
のある地域の方とは密接な連携があり、常に
生徒たちを見守っていただいている一方、在校
生の保護者の関心度の低下など、過去に比べ
て地域との連携の必要性の感覚に温度差を感
じる。
・ボランティア活動や部活動を通し、地域行事
等にも積極的に参加し生徒自身も地域や防災
等に関する理解を深めながら、地域とのつなが
りを強化している。

・先生方が生徒に接することへの評価は、保護
者よりも生徒の方が肯定的な割合が高い。先
生方の努力が生徒に伝わっていることだと思
う。
・先生方が生徒との信頼関係をつくる努力を感
じます。
・授業スキルが向上していることは、学校の様
子を見ているとよくわかります。先生同士、先生
と生徒のコミュニケーションを今のようにうまく
とってください。
・教師がOJTを通じて実践的なスキルを習得し
て授業力を向上してほしい。それによって生徒
に質の高い教育を提供できるように期待しま
す。教師の働く環境が整うことで、学校全体の
雰囲気がよくなり、生徒たちも安心して学べる
環境を提供してほしい。
・特定教科によるレベル別のクラス分けや生徒
一人一人に向けた語りかけ等、教職員ごとに
工夫が見受けられた。運動会や十字祭など、
教職員と生徒の距離感が適切で、生徒たちは
よい雰囲気で学校生活を送っている。

保護者および生徒対象に実施し
た学校教育活動点検アンケートに
おいて、個別目標４に関する質問
項目の肯定的な評価回答の割合
は、保護者91.6％、生徒92.5.％と
高く、求められる水準を上回って
いる。教員の肯定的な評価の割合
は98.6％で、同様に高い水準にあ
る。特に、「教職員は、生徒と自然
に向き合い信頼できる関係を築い
ている」の質問項目については、
保護者、生徒の肯定的な回答は
いずれも97.0％を上回っている。
教員が、生徒一人一人との対話を
重視したり、教員が生徒との毎日
の生活記録ノートをこまめに見て
コメントを返信したりするなど、生
徒との信頼関係を構築するように
努めていることが背景にあると考
える。

4

・コミュニティ・スクール会議等において、不登
校生も地域の他校よりも少ないと聞いている。
また、不登校生も登校できるような環境ができ
ていると思う。引き続きよろしくお願いする。
・「十中に入学してよかった」と言ってもらえるこ
とは、生徒たちが楽しい学校生活を送っている
からだと思う。
・この項目も現在うまくいっていると思います。
私たちも学校行事に参加させていただくと、生
徒から元気をもらうことができます。ボランティ
ア活動にも積極的に参加していただき、地域も
元気をもらっています。
・教育の充実により、困難な状況にある生徒た
ちは、様々なスキルや能力を身に付けることで
自信をもち、自立した生活を送ることができるよ
うにしてほしい。
・実際にいじめなどはあると思うが、クラス全体
で一人をいじめるなどの事象はないと聞いてい
る。打たれ弱い生徒が一定数いることは感じて
いるが、概ね生徒間の問題を教職員は見られ
ていると思う。個性的な生徒も多く、何より明る
い生徒が多いと感じる。教職員の過度な締め
付けがないからではないだろうか。
・生徒一人一人に寄り添った支援に努めてい
る。

保護者および生徒対象に実施し
た学校教育活動点検アンケートに
おいて、個別目標５に関する質問
項目の肯定的な評価回答の割合
は、保護者97.0％、生徒96.5.％と
高く、求められる水準を上回って
いる。教員の肯定的な評価の割合
は100％で、同様に高い水準にあ
る。特に、「大森第十中学校に入
学して良かったと思う」という内容
の質問項目については、保護者、
生徒の肯定的な回答はいずれも
96.0％を上回っている。行事の事
前や事後に、互いを認め合う活動
を実施していることが、生徒の自
己肯定感や自己有用感を高めて
いると考える。
スクールカウンセラーによる全生
徒を対象とした面接を実施したり、
「学級集団調査」の結果を踏まえ
て生徒の心の変容や困り感を速
やかに認識したりすることで、いじ
めの未然防止や早期発見を行うこ
とができていることも要因の一つと
考える。
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0

Ｂ 0

１：

40％未
満

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す

0
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Ｂ

Ｄ

保護者および生徒対象に
実施した学校教育活動点
検アンケートにおいて、個
別目標４に関する質問項
目１１～１３における肯定
的な評価の割合によって

成果の評価を行う。

２：

40％
以上

１：

40％未
満

保護者および生徒対象に
実施した学校教育活動点
検アンケートにおいて、個
別目標５に関する質問項
目１４～１８における肯定
的な評価の割合によって

成果の評価を行う。

４：

80%
以上

１：

40％未
満

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

４：

80%
以上

保護者および生徒対象に
実施した学校教育活動点
検アンケートにおいて、個
別目標６に関する質問項
目１９～２１における肯定
的な評価の割合によって

成果の評価を行う。

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授業
力を向上させま
す。また、質の高
い教育を実現す
るため、学校の
組織的な運営力
を向上します。あ
わせて、教師が
やりがいをもって
働くことができる
魅力的な環境づ
くりを進めます。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

２：

40％
以上

３：

60％以
上

３：

60％以
上

４：

80%
以上

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

4

２：

40％
以上

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

4

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

Ａ 9

Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行ってい
る。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、危
険や災害に対する教育を関係機関と連携し
ながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行って
いる。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソーシャ
ルワーカーとの連携等、児童・生徒・保護者
が相談しやすい環境を整備し、一人ひとり
の能力や可能性を最大限に伸ばすことを意
図した指導や支援を行っている。

3

4

4

3

Ｂ 0
保護者および生徒対象に
実施した学校教育活動点
検アンケートにおいて、個
別目標７に関する質問項
目２２～２５における肯定
的な評価の割合によって

成果の評価を行う。

保護者および生徒対象に実施し
た学校教育活動点検アンケートに
おいて、個別目標７に関する質問
項目の肯定的な評価回答の割合
は、保護者95.8％、生徒91.2.％と
高く、求められる水準を上回って
いる。教員の肯定的な評価の割合
は98.9％で、同様に高い水準にあ
る。特に、「学校は、職場体験活動
やボランティア活動、防災訓練等
を通して地域と協力している」の質
問項目については、保護者、生
徒、教員の肯定的な回答はいず
れも95.0％を上回っている。
各部活動の生徒が地域の行事に
積極的に参加したり、生徒がボラ
ンティアとして地域と連携した「災
害時物流訓練」に参加したりする
ことで、地域とのつながりを高める
ことができていると考える。
本年度からコミュニティ・スクール
となり、地域や家庭との連携を更
に密にして学校教育を実践するよ
うになった。今後、「地域の中の学
校」として地域コミュニティの核とな
り、地域社会としてこどもたちをい
かに育てていくのかについて議論
し、その取組を実践していくことが
課題である。

Ｄ 0

Ｃ 0

Ｃ 0

4

4

３：

60％以
上
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Ｂ 0

3

4

4

Ｃ 0

４：

80%
以上

３：

60％以
上

２：

40％
以上

Ｄ 0
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１：

40％未
満

Ｄ 0
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